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横浜市立大学附属市民総合医療センター 

国立循環器病研究センター 

国立成育医療研究センター 

神奈川県こども医療センター 

千葉県こども病院 

横浜市立市民病院 

横浜労災病院 

横浜南共済病院 

藤沢市民病院 
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国立病院機構横浜医療センター 
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藤沢湘南台病院 



関連研修施設 

静岡県立こども病院 

埼玉県立小児医療センター、 

あいち小児保健医療総合センター 

神奈川県立循環器呼吸器病センター 

川崎幸病院 

湘南鎌倉総合病院 

葉山ハートセンター 

大和成和病院 

順天堂大学医学部附属順天堂医院 

大和市立病院 

NTT東日本関東病院 

プログラムの概要と特徴 

このプログラムは、専攻医が日本麻酔科学会の求める達成目標を達成

するのみならず、アメリカの麻酔科レジデントプログラムの基準も視野

に入れ、世界標準の知識と技術を備えた麻酔科専門医を育成することを

目標とする。 

特徴 

１． 豊富な症例を満遍なく経験できること 

２． 専門領域研修のための施設が充実していること 

３． 専攻医全員が小児病院と専属チームの管理するICU（クローズド

ICU）で研修できること 

４． カンファレンス、勉強会、ワークショップ、シミュレーショントレ

ーニングなど教育活動が手厚いこと 

５． プログラム４年目から臨床研究大学院等への進学が可能であること 

プログラムの運営方針 

1、2年目は、横浜市立大学病院および横浜市内と近郊に位置する基幹

研修施設で手術麻酔の研修を行う。2年目終了時までに日本麻酔科学会が

要求する特殊麻酔の必要件数を満たし、標榜医および認定医を取得する。 

3年目はICUおよび小児病院での研修を中心に行う。日本集中治療医学

会の専門医申請資格のうち、集中治療専従要件を満たす。 

4年目以降は、心臓血管麻酔等を専門とするコース、ICUやペインクリ

ニックを専門とするコース、臨床研究を専門とするコースなどから選択

する。 

3年目までの進捗状況を踏まえ、必要な場合には、4年目に足りない症

例、強化したい症例を補う。 

この他、重症症例、合併症症例に対する症例検討会、勉強会やワーク

ショップ（専門医試験対策を含む）を定期的に開催する。 



2015年度 横浜市立大学附属病院 麻酔科専門医研修プログラム 

 

１．プログラムの概要と特徴 

1-1 基本理念 

このプログラムは、横浜市立大学附属病院を責任基幹施設とし、22の基幹研修施設および11の関

連施設において、専攻医が日本麻酔科学会の求める達成目標を達成するのみならず、アメリカの麻

酔科レジデントプログラムの基準も視野に入れ、世界標準の知識と技術を備えた麻酔科専門医を育

成することを目標とする。 

 すなわち、このプログラムは、日本に居ながらにして、アメリカと同等の専攻医教育を受けられ

るようにデザインされている。作成に当たっては、プログラム責任者の後藤隆久が、マサチューセ

ッツ総合病院で麻酔科レジデントとICUフェローを正式に修了し、アメリカの麻酔科専門医および

ICU専門医を取得した経験を土台とし、横浜市大およびその関連病院の教育スタッフが十二分に議

論し、上記の目標を達成するに充分な施設数と症例数および教育スタッフを用意した。 

 

1-2 研修の概要 

 1，2年目は、手術室麻酔を研修し、麻酔科医としての基礎を築く。開胸術や開頭術、帝王切開な

どは1年目から行う。開心術を含む心臓血管手術の麻酔は、主に2年目に行う。2年目の終了時に、全

員、麻酔科標榜医と認定医を取得する。日本麻酔科学会が求める開心術、開頭術、開胸術、帝王切

開術の最低症例数も、2年目までにクリアする。 

3年目は、ICUと小児病院での研修を中心に行う。 

4年目は選択制で、心臓血管外科、小児、産科、区域麻酔などの専門分野を選んでさらに研修する

コースや、ICUやペインクリニック、緩和ケアの専門医を目指して研修するコース、さらには、臨

床経験を積みながら臨床研究を行うコース等、各専攻医の希望に合わせてコースを組む。これらは

アメリカのフェローシップに対応するものであり、5年目以降にも継続性をもつ。 

3年目までに出産や育児、その他の理由で時間短縮勤務等となり、専門分野の症例数が学会の要求

数に足りない専攻医に関しては、4年目にそれらを補うプログラムを組む。 

また、3年目までの経験症例や経験分野を踏まえてさらに強化したい領域（たとえば、肝胆膵外科、、

呼吸器外科、外傷、緊急、末梢神経ブロックを要する整形外科等の麻酔）がある場合には、4年目に

それらに応じたプログラムを組む。 

横浜市立大学は、シミュレーショントレーニングを日本で最初に取り入れた大学のひとつであり、

麻酔科も危機的症例管理のシミュレーショントレーニングを毎年、後期研修医を対象に行っている。

専攻医はこれに参加し、代表的な危機的症例の管理や、他の職種とのコミュニケーション法につい

て学ぶ。 

その他、専門家を招いた超音波ガイド下神経ブロックのワークショップ、ご遺体を用いた神経ブ

ロックや経食道心エコーの理解のための解剖学講習、豚の気道と肺を用いた気管切開実習などの教



育的企画も行っており、プログラムの専攻医は、これらに積極的に参加することを期待される。も

ちろん、症例検討会や抄読会、外部講師による講演会等も定期的に行っている。 

 

1-3 本プログラムの特徴 

（１） 症例の数と種類の豊富さ 

本プログラムの1,2年目で研修する研修施設は、静岡県の一病院を除きいずれも神奈川県内の重要

病院で、年間の合計麻酔科管理症例数は約60,000件と、人口880万人を抱える神奈川県ならではの豊

富さとなっている。 

この病院群を一箇所あたり半年～1年単位でローテーションすることにより、豊富な症例を偏りな

く経験することができる。日本麻酔科学会が定める特殊麻酔の必要経験症例数に基づいて計算した、

本プログラムの受け入れ可能定員数は77名であるが、定員数を24名に設定したことにより、学会の

基準を大幅に超える症例数の経験が可能である。また、研修施設のほとんどは横浜市内か近郊にあ

る。 

 

（２）専門分野の研修病院の充実度と数の多さ 

小児麻酔は、希望する専攻医全員が、国立成育医療研究センターや神奈川県立こども医療センタ

ーを含む6つの小児専門病院のいずれかで、3年目に3～6ヶ月研修する。4年目にもさらに小児専門病

院での研修を行うことが可能である。4年目またはそれ以降にも小児病院で研修する者は、小児麻酔

学会による小児麻酔認定医（仮称）の獲得を目標とする。 

心臓血管麻酔は神奈川県で有数の症例数を誇る5病院（横浜市大附属市民総合医療センター、湘南

鎌倉総合病院、葉山ハートセンター、大和成和病院、川崎幸病院）および国立循環器病研究センタ

ーを研修施設として持つ。4年目に心臓血管麻酔フェローシップを選択した場合、市民総合医療セン

ター以外のこれらの病院で勤務し、専攻医一人当たり、概ね年間100例の心臓血管麻酔症例の研修を

行う。これらの施設や横浜市大附属病院、小児病院等を組み合わせることにより、日本心臓血管麻

酔学会の心臓血管麻酔専門医正式認定のための経験症例数要件を概ね5年目（プログラム終了後1年

目）までに満たす。国立循環器病研究センターには、過去10年間にわたって、常時3～4名の若手医

師が横浜市大から研修に出ている。また、心臓血管麻酔に必須である経食道心エコーの修練につい

ても、本プログラムには優秀な指導者が豊富にいる。 

4年目に産科麻酔のフェローシップを選択した場合、順天堂大学（前、国立成育医療研究センター）

の角倉弘行教授のご指導を受ける。角倉教授の産科麻酔も、過去4年間、横浜市大から常時1～2名の

若手医師が研修している。 

区域麻酔は、多くの研修施設で積極的に施行しているが、特に、年間約1000例の末梢神経ブロッ

ク症例数をもち、優れた指導者のいる横浜南共済病院および横浜市立市民病院にフェローシップを

設ける予定である。 

ペインクリニック、緩和医療を希望するものは、4年目以降に、横浜市大附属病院ペインクリニッ



ク・緩和医療部、神奈川県立がんセンター緩和医療科、NTT東日本関東病院ペインクリニック科を

中心に研修を行う。麻酔科専門医の取得以後、ペインクリニック専門医、緩和医療専門医の取得を

目指す。 

 

（３）ICUの研修の手厚さ 

専攻医全員が、3～6ヶ月のICUまたは救命救急の研修を行う。これは、アメリカのレジデントプ

ログラムがICUを必修にしていることのみならず、日本の今後の社会構造の変化とそれに起因する

医療需要の変化にも対応している。すなわち、世界に類を見ない高齢化の進行とともに、日本では

これから患者数が急激に増加する。しかし、医療費をこれ以上増やせないため、病院のベッド数は

増えない。したがって、病院では手術患者と重症患者の占める割合が上がり、手術麻酔のみならず、

ICUの重要性が今より増すことが予想される。したがって、麻酔科専門医研修プログラムの専攻医

が一定の集中治療の訓練を行うことは必須と考えている。 

 横浜市大は1970年代から、麻酔科が中心となってICUを運営してきた実績がある。本プログラム

でも、麻酔科が運営するクローズドICU（当直もすべてICU所属医が行う施設）が横浜市大附属病

院、横浜市大附属市民総合医療センター、横浜労災病院の3施設にあって、専攻医はこのどこでも研

修することができる。非常に恵まれた環境である。救命救急系のICUを希望する専攻医は、横浜市

立大学附属市民総合医療センターや国立病院機構横浜医療センターの救命救急センターで重症患者

管理の研修を行う。これらの救命救急センターも、部長をはじめとして麻酔科医のバックグラウン

ドを持ったスタッフが数多くおり、麻酔科専門医養成に配慮した教育を行っている。 

 横浜市大附属病院IUCでは、小児心臓外科症例や肝移植症例などの特殊重症症例を、また横浜市

大附属市民総合医療センターICUでは、緊急心臓血管外科症例を多数経験することができる。 

 この運営方針により、このプログラムに参加するすべての専攻医は、日本集中治療医学会の専門

医申請要件のうち、「日本集中治療医学会認定施設において連続した12週間以上の専従歴」という要

件を満たす。 

 

（４）臨床研究大学院との連携 

 本プログラム専攻医に臨床研究の手ほどきを行い、学会発表や論文執筆の指導を行うのは当然で

あるが、それに加え、希望者は、4年目以降に、横浜市立大学医学研究科博士課程に入学し、大学病

院あるいは横浜市立市民病院、神奈川県立こども医療センター等の研修施設で麻酔業務に専従しな

がら、臨床統計学等の勉強を行うことが可能である。最近の臨床研究は以前より大規模かつ厳密に

行われるものが多くなり、昔のように、自分で論文を読み、見よう見まねで研究計画を立てて実行

しても、論文をよい学術雑誌に載せるのが困難になってきた。したがって、臨床統計学を含む臨床

研究の方法論を大学院で学ぶことは、他の麻酔専門分野を学ぶことと同等に重要となってきている。

かつ、大学院に入ることは、学位を最も確実に取得する方法である。 

 なお、横浜市大および関連病院の臨床研究は昨今、勢いを増しており、2014年のヨーロッパ麻酔



学会に日本から受理された抄録数は横浜市立大学グループが最多、かつそのうち2つが優秀演題賞の

第2位と第3位に選ばれた。（第1位はアメリカのグループ） 

 

２．プログラムの運営方針 

 研修の前半2年間は、厚生労働省麻酔科標榜医および日本麻酔科学会認定医の取得を目標とし、

横浜市大附属病院および横浜市大附属市民総合医療センターと、基幹研修施設のうち主だった

病院で、成人の心臓外科手術、脳神経外科、呼吸器外科、帝王切開を含む一般麻酔の修練を行

う。専攻医の間で経験症例数（特に専門分野の麻酔の経験症例数）に大きなばらつきが出ない

よう、半年から一年で病院をローテーションする。 

 研修の前半2年間で、小児を除く開心術、開胸術、開頭術、帝王切開術について、日本麻酔科学

会が求める最低症例数をクリアする。 

 3年目はICUまたは三次救急の研修と、小児専門施設での小児麻酔の研修を、それぞれ3～6ヶ月

ずつ行う。 

 4年目は、研修施設で臨床麻酔の経験をさらに積むコース、心臓血管外科麻酔、産科麻酔、小児

麻酔、区域麻酔、ICU、ペインクリニック、緩和医療などの麻酔科専門領域をさらに専攻する

コース（フェローシップ）、横浜市立大学附属2病院、横浜市立市民病院、神奈川県立こども医

療センターなどで、臨床麻酔を行いながら、臨床研究に従事するコース等を希望に応じて研修

する。ただしペインクリニック、ICU、産科麻酔は、手術室外の業務とみなされるため、専門

医受験申請資格における手術室内の麻酔専従要件（3年目以降で1年間以上）を満たす必要性か

ら、4年目は6か月間とする。これらのコースは、5年目以降も継続したカリキュラムを組んで

いる。 

 3年目までの経験症例や経験分野を踏まえてさらに強化したい領域（たとえば、肝胆膵外科、、

呼吸器外科、外傷、緊急、末梢神経ブロックを要する整形外科等の麻酔）がある場合には、4

年目にそれらに応じたプログラムを組む。 

 4年間の中で、専攻医全員が必ず一回は横浜市立大学附属病院または横浜市立大学附属市民総合

医療センターで手術室麻酔の研修を6ヶ月間行う。横浜市大附属病院では、ペインクリニックお

よび消化管内視鏡の鎮静業務を研修する。 

 研修内容・進行状況に配慮して，プログラムに所属する全ての専攻医が経験目標に必要な特殊

麻酔症例数を達成できるように，ローテーションを構築する． 

 専攻医の研修達成度の評価を定時的に行い、指導者側と専攻医側からのフィードバックを行う。 

 出産、育児、その他の理由でフルタイム勤務ができなくなった場合、時間短縮勤務や当直免除

等の配慮を、必要な期間は行う。ただし、当直免除や時間短縮勤務は、緊急手術や長時間大手

術の経験が減ることから、研修効果を下げるため、本来望ましくない。ICUも当直ができなけ

れば、研修効果は著しく下がる。したがって専攻医は、各自の責任で、フルタイム勤務ができ

ない時期をできるだけ短くする努力が求められる。横浜市大医局内には、フルタイム勤務がで



きない人たちのグループがあり、勤務継続およびフルタイム復帰のためのノウハウを蓄積して

いるので、ぜひ利用していただきたい。 

 3年目までに出産や育児、その他の理由で時間短縮勤務等となり、専門分野の症例数が学会の要

求数に足りない専攻医に関しては、4年目にそれらを補うプログラムを組む。4年目までの研修

内容が不十分と判断される場合、研修終了を延期する。 

 

  



 

３．研修施設の指導体制と前年度麻酔科管理症例数 

 

１）責任基幹施設 

公立大学法人 横浜市立大学附属病院（以下，横浜市立大学附属病院） 

プログラム責任者：後藤 隆久 

 

指導医：後藤 隆久 / 山口 修 / 小川 賢一  

 宮下 徹也 / 水谷 健司 / 川上 裕理  

佐藤 仁  / 中橋 勇典 

 

専門医：水野 祐介 / 高木 俊介 / 木下 充子 

原田 紳介 / 山口 嘉一 / 横瀬 真志  

 寺端 昭博 / 内本 一宏 / 佐々木 誠 

藤本 寛子 / 冨永 陽介 / 松田 優子 

出井 真史  

 

 

麻酔科認定病院番号：72  

麻酔科管理症例 4318症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  134 134 

帝王切開術の麻酔 95 95 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
127 127 

胸部外科手術の麻酔 107 107 

脳神経外科手術の麻酔 138 138 

 

  



２）基幹研修施設 

 

公立大学法人 横浜市立大学附属市民総合医療センター 

（以下，横浜市立大学附属市民総合医療センター） 

研修プログラム管理者：三浦 倫一 

指導医：三浦 倫一 / 藤本 啓子 / 大塚 将秀 / 倉橋 清泰  

 馬場 靖子 / 田澤 利治 / 岩倉 久幸 / 岡村 健太  

 後藤 正美 /  刈谷 隆之 

専門医：栁 大輔 / 細谷 奈央 / 西村 祥一 / 菅原 泰常  

 土屋 智徳 / 石川 玲利 / 寺田 祥子 / 住吉 美穂 

麻酔科認定病院番号：593 

麻酔科管理症例 5219症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  89 89 

帝王切開術の麻酔 312 312 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
354 354 

胸部外科手術の麻酔 213 213 

脳神経外科手術の麻酔 138 138 

 

 

国立循環器病研究センター（以下，国立循環器病研究センター） 

研修プログラム管理者：大西 佳彦 

指導医：大西 佳彦 / 亀井 政孝 / 吉谷 健司 

専門医：三宅 絵里 / 加藤 真也 

麻酔科認定病院番号：168 

麻酔科管理症例 2419症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  241 48 

帝王切開術の麻酔 105 20 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
1140 220 

胸部外科手術の麻酔 0 0 

脳神経外科手術の麻酔 429 84 

  



 

国立成育医療研究センター（以下，国立循環器病研究センター） 

研修プログラム管理者：鈴木 康之 

指導医：鈴木 康之 / 田村 高子 /糟谷 周吾 

         近藤 陽一 

専門医：佐藤 正規 / 稲村 ルイ / 小暮 泰大  

 大杉 浩一 

麻酔科認定病院番号：87 

麻酔科管理症例 5086症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  2724 200 

帝王切開術の麻酔 649 20 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
240 20 

胸部外科手術の麻酔 64 5 

脳神経外科手術の麻酔 193 10 

 

 

地方独立行政法人 神奈川県立病院機構 神奈川県立こども医療センター 

（以下，神奈川県立こども医療センター） 

研修プログラム管理者：何 廣頤 

指導医：何 廣頤 /三輪 高明 / 堀木としみ  

宮本義久 

専門医：水野好子 /山口恭子 /水原敬洋 

        中村信人 

麻酔科認定病院番号：88 

麻酔科管理症例 3600症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  2400 1315 

帝王切開術の麻酔 200 139 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
320 219 

胸部外科手術の麻酔 50 16 

脳神経外科手術の麻酔 120 83 

  



 

千葉県こども病院（以下，千葉県こども病院） 

研修プログラム管理者：原 真理子 

指導医：原 真理子 

専門医：宮崎 敦 /坪井 さやか / 青木 真理子 

麻酔科認定病院番号：521 

麻酔科管理症例 1926症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  1230 1080 

帝王切開術の麻酔 17 15 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
114 100 

胸部外科手術の麻酔 0 0 

脳神経外科手術の麻酔 110 96 

 

 

横浜市立市民病院（以下，横浜市立市民病院） 

研修プログラム管理者：伊奈川 岳 

指導医：伊奈川 岳 /岩倉 秀雄 /近藤 竜也 

    速水 元 

専門医：西川 晴子 / 山内 千世里 /美濃口 和洋 

    前島 英恵 

麻酔科認定病院番号：596 

麻酔科管理症例 3988症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  44 44 

帝王切開術の麻酔 214 214 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
31 31 

胸部外科手術の麻酔 192 192 

脳神経外科手術の麻酔 62 62 

  



 

独立行政法人 労働者健康福祉機構 横浜労災病院（以下，横浜労災病院） 

研修プログラム管理者：越後 憲之 

指導医：越後 憲之 / 高杉 直哉 / 曽我 広太 

専門医：野崎 藤章 / 横山 香織 

          木ノ内 万里子 / 伊東 美由紀 

麻酔科認定病院番号：604 

麻酔科管理症例 4655症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  73 73 

帝王切開術の麻酔 206 206 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
145 145 

胸部外科手術の麻酔 187 187 

脳神経外科手術の麻酔 174 174 

 

 

国家公務員共済組合連合会 横浜南共済病院（以下，横浜南共済病院） 

研修プログラム管理者：渡辺 至 

指導医：渡邊 至 / 高橋 均 / 関野 長昭 

専門医：中易 夏子 / 高寺恭子 / 藤井 ありさ 

麻酔科認定病院番号：377 

麻酔科管理症例 4163症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  41 41 

帝王切開術の麻酔 154 154 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
32 32 

胸部外科手術の麻酔 61 61 

脳神経外科手術の麻酔 52 52 

  



 

藤沢市民病院（以下，藤沢市民病院） 

研修プログラム管理者：武田 康二 

指導医：武田 康二 

山田 宏 

佐伯 美奈子 

櫻井 亜沙子 

麻酔科認定病院番号：219 

麻酔科管理症例 3476症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  93 93 

帝王切開術の麻酔 110 110 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
56 56 

胸部外科手術の麻酔 100 100 

脳神経外科手術の麻酔 73 73 

 

 

国家公務員共済組合連合会 横須賀共済病院（以下，横須賀共済病院） 

研修プログラム管理者：住友 正和 

指導医：住友 正和 / 大田 まりあ 

専門医：小橋 帝生 / 宮地 彩加 / 山崎 諭 

    山口 佳子 

麻酔科認定病院番号：616 

麻酔科管理症例 4633症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  58 58 

帝王切開術の麻酔 147 147 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
43 43 

胸部外科手術の麻酔 130 130 

脳神経外科手術の麻酔 247 247 

  



 

独立行政法人国立病院機構 横浜医療センター（以下，横浜医療センター） 

研修プログラム管理者：鈴木 宏昌 

指導医：鈴木 宏昌 / 工藤 一大 /宮崎 弘志 

        岩下 眞之 

専門医：大川 卓巳 

麻酔科認定病院番号：1300 

麻酔科管理症例 3082症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  29 24 

帝王切開術の麻酔 124 94 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
83 83 

胸部外科手術の麻酔 205 155 

脳神経外科手術の麻酔 322 247 

 

 

恩賜財団  済生会 横浜市南部病院（以下，横浜市南部病院） 

研修プログラム管理者：西濱 雅充 

指導医：西濱 雅充 / 藤本 潤一 / 平井 明子 

専門医：入澤 朋子 / 佐藤 大樹 

麻酔科認定病院番号：361 

麻酔科管理症例 3345症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  43 43 

帝王切開術の麻酔 140 140 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
60 60 

胸部外科手術の麻酔 82 82 

脳神経外科手術の麻酔 31 31 

  



 

横須賀市立市民病院（以下，横須賀市立市民病院） 

研修プログラム管理者：北村俊治 

指導医：野瀬浩文 

専門医：北村俊治 

麻酔科認定病院番号：453 

麻酔科管理症例 1356症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  9 9 

帝王切開術の麻酔 0 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
0 0 

胸部外科手術の麻酔 0 0 

脳神経外科手術の麻酔 43 43 

 

 

茅ヶ崎市立病院（以下，茅ヶ崎市立病院） 

研修プログラム管理者：福山 宏 

指導医：福山 宏 

    佐々木 素子 

専門医：山田 淳子 

    駒崎 真矢 

麻酔科認定病院番号：406 

麻酔科管理症例 2296症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  50 50 

帝王切開術の麻酔 170 170 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
6 6 

胸部外科手術の麻酔 108 108 

脳神経外科手術の麻酔 24 24 

  



 

国家公務員共済組合連合会 平塚共済病院（以下，平塚共済病院） 

研修プログラム管理者：井上 素樹 

指導医：井上 素樹 

専門医：渡辺 美佳 

    下坂 美花 

麻酔科認定病院番号：652 

麻酔科管理症例 2028症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  45 45 

帝王切開術の麻酔 0 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
105 105 

胸部外科手術の麻酔 60 60 

脳神経外科手術の麻酔 110 110 

 

 

小田原市立病院（以下，小田原市立病院） 

研修プログラム管理者：石和 大 

指導医：石和 大 

    金子 和裕 

専門医：辻 和馬 

    青山 真理子 

麻酔科認定病院番号：332 

麻酔科管理症例 2949症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  82 82 

帝王切開術の麻酔 154 154 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
38 38 

胸部外科手術の麻酔 56 56 

脳神経外科手術の麻酔 78 78 

  

http://www.google.com/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=web&cd=1&cad=rja&uact=8&ved=0CB4QFjAA&url=http%3A%2F%2Fwww.kkr.hiratsuka.kanagawa.jp%2F&ei=TkT8U7ucBsSRuAS5goCQBw&usg=AFQjCNHg_5AZ0BcKSIfEN0rbeZJMp50xow&sig2=Vgl6qcGnki1S_LjSmrtMvQ&bvm=bv.73612305,d.dGc


 

神奈川県厚生農業協同組合連合会 相模原協同病院（以下，相模原協同病院） 

研修プログラム管理者：橋本 光三 

指導医：橋本 光三 

    大野 博和 

専門医：内藤 梨奈 

    迫田 厚志 

麻酔科認定病院番号：522 

麻酔科管理症例 3221症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  51 51 

帝王切開術の麻酔 157 157 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
124 124 

胸部外科手術の麻酔 165 165 

脳神経外科手術の麻酔 27 27 

 

 

社会福祉法人聖隷福祉事業団 聖隷横浜病院（以下，聖隷横浜病院） 

研修プログラム管理者：木下 真弓 

指導医：木下 真弓 / 千葉 桃子 

専門医：石井 香越里 / 新田 雅彦 / 佐藤 理恵 

         粉川 敦子 / 大杉 枝里子 

麻酔科認定病院番号：1325 

麻酔科管理症例 1308症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  28 28 

帝王切開術の麻酔 92 92 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
0 0 

胸部外科手術の麻酔 71 71 

脳神経外科手術の麻酔 21 21 

  



 

地方独立行政法人 神奈川県立病院機構 神奈川県立足柄上病院（以下，神奈川県立足柄上病院） 

研修プログラム管理者：黒河内 裕 

指導医：黒河内 裕 

    大塚 立夫 

麻酔科認定病院番号：369 

麻酔科管理症例 1220症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  9 9 

帝王切開術の麻酔 15 15 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
0 0 

胸部外科手術の麻酔 8 8 

脳神経外科手術の麻酔 23 23 

 

 

地方独立行政法人 神奈川県立病院機構 神奈川県立がんセンター 

（以下，神奈川県立がんセンター） 

研修プログラム管理者：藤田 久栄 

指導医：藤田 久栄 / 高野 修身 /太田 周平 

         佐々木 俊郎 / ゴルベヴ 美菜子 /永井 絵里 

専門医：小林 浩子 / 川崎 理栄子 / 石川 智美 

         高森 美奈 

麻酔科認定病院番号：242 

麻酔科管理症例 2966症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  0 0 

帝王切開術の麻酔 0 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
0 0 

胸部外科手術の麻酔 326 326 

脳神経外科手術の麻酔 21 21 

  



 

国際医療福祉大学熱海病院（以下，国際医療福祉大学熱海病院） 

研修プログラム管理者：伊藤 英基 

指導医：伊藤 英基 

専門医：松尾 慶子 

         鈴木 富美子 

麻酔科認定病院番号：1177  

麻酔科管理症例 1013症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  12 12 

帝王切開術の麻酔 32 32 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
0 0 

胸部外科手術の麻酔 0 0 

脳神経外科手術の麻酔 91 91 

 

 

財団法人同友会 藤沢湘南台病院（以下，藤沢湘南台病院） 

研修プログラム管理者：原田 高志 

指導医：原田 高志 / 浅田 美恵子 /籾山 幸紀 

         岡田 律子 

専門医：工藤 真理 /三上 敦子 

麻酔科認定病院番号：1093 

麻酔科管理症例 2325症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  4 4 

帝王切開術の麻酔 0 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
0 0 

胸部外科手術の麻酔 42 42 

脳神経外科手術の麻酔 0 0 

  



３）関連研修施設 

 

静岡県立こども病院（以下，静岡県立こども病院） 

研修実施責任者：奥山克巳 

指導医：奥山 克巳 

    梶田 博史 

専門医：渡辺 朝香 

麻酔科認定病院番号：183  

麻酔科管理症例 2807症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  1700 90 

帝王切開術の麻酔 162 7 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
341 15 

胸部外科手術の麻酔 19 0 

脳神経外科手術の麻酔 272 12 

 

 

埼玉県立小児医療センター（以下，埼玉県立小児医療センター病院） 

研修実施責任者：蔵谷 紀文 

指導医：蔵谷 紀文 

        濱屋 和泉 

        佐藤 麻美子 

        関島 千尋 

        阿久津 麗華 

麻酔科認定病院番号：399  

麻酔科管理症例 2193症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  1377 100 

帝王切開術の麻酔 0 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
72 1 

胸部外科手術の麻酔 25 5 

脳神経外科手術の麻酔 122 5 

  



 

あいち小児保健医療総合センター（以下，あいち小児保健医療総合センター） 

研修実施責任者：春名 純一 

指導医：春名 純一 

専門医：田中 やよい 

      岩崎 洋平 

麻酔科認定病院番号：1472 

麻酔科管理症例 2020症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  1236 200 

帝王切開術の麻酔 0 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
140 40 

胸部外科手術の麻酔 3 0 

脳神経外科手術の麻酔 30 0 

 

 

神奈川県立循環器呼吸器病センター（以下，神奈川県立循環器呼吸器病センター） 

研修実施責任者：蒲生 正裕 

専門医：蒲生 正裕 

        佐藤 恵子 

麻酔科認定病院番号：534 

麻酔科管理症例 448症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  0 0 

帝王切開術の麻酔 0 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
77 77 

胸部外科手術の麻酔 348 298 

脳神経外科手術の麻酔 0 0 

 

  



 

社会医療法人財団 石心会 川崎幸病院（以下，川崎幸病院） 

研修実施責任者：高山 渉 

専門医：高山 渉 

        鎌田 高彰 

麻酔科認定病院番号：1480 

麻酔科管理症例 2774症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  0 0 

帝王切開術の麻酔 0 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
638 100 

胸部外科手術の麻酔 215 45 

脳神経外科手術の麻酔 115 15 

 

 

医療法人 沖縄徳洲会 湘南鎌倉総合病院（以下，湘南鎌倉総合病院） 

研修実施責任者：野村 岳志 

指導医：野村 岳志 /小田 利通 /今永 和幸 

         豊田 浩作 

専門医：渡辺 桂/ 飯塚 悠祐 /石橋 美智子 

         本田 香織 

麻酔科認定病院番号：1436  

麻酔科管理症例 4128症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  199 0 

帝王切開術の麻酔 179 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
230 100 

胸部外科手術の麻酔 55 0 

脳神経外科手術の麻酔 97 0 

 

  

http://www.shonankamakura.or.jp/


 

医療法人 沖縄徳洲会 葉山ハートセンター（以下，葉山ハートセンター） 

研修実施責任者：小出 康弘 

指導医：小出 康弘 

麻酔科認定病院番号：1097 

麻酔科管理症例 346症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  0 0 

帝王切開術の麻酔 0 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
324 100 

胸部外科手術の麻酔 0 0 

脳神経外科手術の麻酔 0 0 

 

 

 

医療法人社団公仁会 大和成和病院（以下，大和成和病院） 

研修実施責任者：池崎 弘之 

指導医：池崎 弘之 

麻酔科認定病院番号：1197 

麻酔科管理症例 900症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  0 0 

帝王切開術の麻酔 0 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
428 150 

胸部外科手術の麻酔 0 0 

脳神経外科手術の麻酔 0 0 

 

 

 

 

 

  



 

順天堂大学医学部附属順天堂医院（以下，順天堂大学医学部附属順天堂医院） 

研修実施責任者：稲田 英一 

指導医：稲田 英一 / 西村 欣也 / 林田 真和 / 佐藤 大三  

井関 雅子 / 角倉 弘行 / 山口 敬介 / 赤澤 年正  

工藤 治 / 竹内 和世 /原 厚子 /川越 いづみ  

専門医：菅澤 佑介 / 榎本 達也 / 大西 良佳 /若林 彩子 

         長谷川 理恵 / 山本 牧子 /掛水 真帆 /北村 絢 

         斎藤 理恵 / 水田 菜々子 

麻酔科認定病院番号：12   

麻酔科管理症例 8618症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  1202 25 

帝王切開術の麻酔 310 10 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
644 25 

胸部外科手術の麻酔 499 25 

脳神経外科手術の麻酔 514 25 

 

 

大和市立病院（以下，大和市立病院） 

研修実施責任者：金子 満久 

指導医：金子 満久 

専門医：伊藤 良二 

麻酔科認定病院番号：500 

麻酔科管理症例 2429症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  54 54 

帝王切開術の麻酔 137 137 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
0 0 

胸部外科手術の麻酔 48 48 

脳神経外科手術の麻酔 12 12 

 

 



 

東日本電信電話株式会社 NTT東日本関東病院（以下，NTT東日本関東病院） 

研修実施責任者：安部 洋一郎 

指導医：河手 良一 /安部 洋一郎 

         上島 賢哉 

専門医：深澤 正之/明石 奈津子 

         米川 裕子 

麻酔科認定病院番号：35 

麻酔科管理症例 3382症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  5 0 

帝王切開術の麻酔 132 0 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
83 0 

胸部外科手術の麻酔 180 0 

脳神経外科手術の麻酔 231 0 

 

本プログラムにおける前年度症例合計 

麻酔科管理症例：100,448 症例 

 合計症例数 

小児（6歳未満）の麻酔  4,001  

帝王切開術の麻酔 2,440  

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
2,371  

胸部外科手術の麻酔 2,505  

脳神経外科手術の麻酔 1,942  

 

４．募集定員 

２４名 

 

５．プログラム責任者 問い合わせ先 

横浜市立大学附属病院 麻酔科 

後藤 隆久  

神奈川県横浜市金沢区福浦3-9 

TEL 045-787-2918  



６．本プログラムの研修カリキュラム到達目標 

以下に述べる本プログラムの到達目標は、日本麻酔科学会が提案したものに準拠しているが、横浜

市大として独自に付け加え、あるいは強調する事項に関して、太字下線で強調した。 

 

①一般目標 

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる，麻酔科およびその

関連分野の診療を実践する専門医を育成する．具体的には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

 

②個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻酔科学会の定

める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠する． 

１）総論： 

a） 麻酔科医の役割と社会的な意義，医学や麻酔の歴史について理解している． 

b） 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率，リスクの種類，安全指針，医療の質向上に向け

た活動などについて理解している．手術室の安全管理，環境整備について理解し，実践できる． 

２）生理学：下記の臓器の生理・病態生理，機能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解して

いる． 

a） 自律神経系 

b） 中枢神経系 

c） 神経筋接合部 

d） 呼吸 

e） 循環 

f） 肝臓 

g） 腎臓 

h） 酸塩基平衡，電解質 

i） 栄養 

３）薬理学：薬力学，薬物動態を理解している．特に下記の麻酔関連薬物について作用機序，代謝，

臨床上の効用と影響について理解している． 

a） 吸入麻酔薬 

b） 静脈麻酔薬 



c） オピオイド 

d） 筋弛緩薬 

e） 局所麻酔薬 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a） 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべき合併

症対策について理解している． 

b） 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティング，モニ

ター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解し，実践ができる． 

c） 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理解し，

実践できる． 

d） 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実践がで

きる． 

e） 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合

併症について理解し，実践ができる 

f） 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症について理解

し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 小児外科 

g） 小児心臓外科 

h） 高齢者の手術 

i） 脳神経外科 

j） 整形外科 

k） 外傷患者 

l） 泌尿器科 

m） 産婦人科 

n） 眼科 

o） 耳鼻咽喉科 

p） 形成外科 

q） レーザー手術 



r） 口腔外科 

s） 臓器移植 

t） 手術室以外での麻酔 

u） 手術室以外での鎮静 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践できる． 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる．  

８）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践できる．それぞれ

の患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-PALSプロバイダーコースを受

講し，プロバイダーカードを取得している． 

９）ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序，治療について理解し，実践できる． 

 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科学会の定める

「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコース目標に到

達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 

d） 治療手技 

e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けることができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種を巻き込み，統率力をもって，周術期の刻々

と変化する事象に対応をすることができる． 

 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医療安全につい

ての理解を深める． 



１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療を行うことが

できる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することができる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわかりやすく説明

し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で接しながら，

麻酔科診療の教育をすることができる． 

 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して，EBM，統計，研究計

画などについて理解している． 

２）院内のカンファレンス、抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し，積極的に討

論に参加できる． 

３）気道確保困難を含む患者危機管理の実践シミュレーションや、中心静脈穿刺などの危険手技に

関するハンズオンセミナーを定期的に受講し、常に危機的状況に対応できる研修をおこなっている. 

４）超音波ガイド下神経ブロックや経食道心エコーのハンズオンセミナーや講習会を受講し、最新

の技術と知識を身につけている． 

５）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

６）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを用いて問題解

決を行うことができる． 

 

③経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療，ペインの充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・

脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として

経験する．ただし，帝王切開手術，胸部外科手術，脳神経外科手術に関しては，一症例の担当医は

１人，小児と心臓血管手術については一症例の担当医は２人までとする． 

 

・小児（6歳未満）の麻酔  25症例 

・帝王切開術の麻酔  10症例 

・心臓血管外科の麻酔  25症例 

 （胸部大動脈手術を含む） 

・胸部外科手術の麻酔  25症例 

・脳神経外科手術の麻酔  25症例 

 



集中治療に関しては、原則3年目に、横浜市立大学附属病院、横浜市立大学市民総合医療センター、

横浜労災病院のうち、いずれかのICUで3～6ヶ月の研修を行う。または、横浜市立大学市民総合医療

センター、国立病院機構横浜医療センターのいずれかの救命救急センターでの重症患者管理を3～6

ヶ月間、行う。 

目標３「マネージメント」に関しては、横浜市立大学シミュレーションセンターで危機的症例管理

のシミュレーショントレーニングをプログラム参加中1回は行い、コミュニケーションについて学ぶ。 

 

 

７．各施設における到達目標と評価項目 

各施設における研修カリキュラムに沿って，各参加施設において，それぞれの専攻医に対し年次

毎の指導を行い，その結果を別表の到達目標評価表を用いて到達目標の達成度を評価する。 

なお、以下に述べる各研修施設の到達目標は、日本麻酔科学会から提示されたものを原則用いて

いるので、各施設に共通した目標が多い。その中で、個々の施設に特徴的な目標については、太字

下線で示す。 

また、③経験目標については、原則、日本麻酔科学会の定める症例数を記載したが、4年目の研修

施設の選択によって大幅に変わることを念頭に置かれたい。 

 

 

横浜市立大学附属病院（責任基幹施設）研修カリキュラム到達目標 

①一般目標 

本プログラムと同じ。 

 

② 個別目標 

目標１は本プログラムと同じ。ただし、５）麻酔管理各論、７）集中治療、９）ペインに関しては、

以下のとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科、特に肝胆膵外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 小児心臓外科 

g） 高齢者の手術 

h） 脳神経外科 



i） 整形外科 

j） 外傷患者 

k） 泌尿器科 

l） ロボット支援手術 

m） 産婦人科 

n） 眼科 

o） 耳鼻咽喉科 

p） 形成外科 

q） レーザー手術 

r） 口腔外科 

s） 臓器移植 

t） 手術室以外での麻酔 

u） 手術室以外、特に消化管内視鏡に対する鎮静 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる．

3年目に行う集中治療の研修では、6ヶ月研修の場合、指導医のバックアップのもと、一人で当直業

務をこなせることを目標とする。4 年目にさらに選択する場合には、日本集中治療医学会専門医申

請資格を満たすための学会発表等や論文（症例報告等を含む）を行う。 

９）ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序，治療について理解し，実践できる．緩和医療につい

て理解し、実践できる． 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療，ペインクリニックの充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・

硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の特殊麻酔を担当医として

経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 25例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）25例 

・胸部外科手術の麻酔 25例 

・脳神経外科手術の麻酔 25例 

 

 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 研修カリキュラム到達目標 



① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論、および７）集中治療、

８）救急医療は下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科、特に大血管外科 

f） 小児外科 

g） 高齢者の手術 

h） 脳神経外科 

i） 整形外科 

j） 外傷患者 

k） 泌尿器科 

l） 産婦人科 

m） 眼科 

n） 耳鼻咽喉科 

o） 形成外科 

p） レーザー手術 

q） 重症患者の緊急手術 

r） 腎移植 

s） 手術室以外での麻酔 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる．

3年目に行う集中治療の研修では、6ヶ月研修の場合、指導医のバックアップのもと、一人で当直業

務をこなせることを目標とする。4 年目にさらに選択する場合には、日本集中治療医学会専門医申

請資格を満たすための学会発表等や論文（症例報告等を含む）を行う。 

８）救急医療：横浜市の代表的な 3 次救命救急センターを持つ病院において、重症救急患者の病態

管理および麻酔ができる。それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，また

は AHA-PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

 



目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療，ペインクリニック、および救命救急医学の充分な臨床経験を積

む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所

定の件数の特殊麻酔を担当医として経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 25例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）25例 

・胸部外科手術の麻酔 10例 

・脳神経外科手術の麻酔 10例 

 

 

国立循環器病研究センター 研修カリキュラム到達目標 

①一般目標 

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる，麻酔科およびその

関連分野の診療を実践する専門医を育成する．具体的には下記の４つの資質を修得する． 

１）心臓大血管外科関連、脳血管外科関連、産科関連における麻酔科領域，および麻酔科関連領域

の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４） 常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

 

②個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下のとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 心臓血管外科 

b） 胸部外科 

c） 小児外科 

d） 高齢者の手術 

e） 脳神経外科 

f） 産婦人科 

g） 手術室以外での麻酔 



６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践できる． 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる． 

８）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践できる．それぞれ

の患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，または AHA-PALS プロバイダーコースを受

講し，プロバイダーカードを取得している． 

９）ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序，治療について理解し，実践できる． 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療，ペインクリニックの充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・

硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を

担当医として経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 24例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管外科手術の麻酔 110例 

・脳神経外科手術の麻酔 42例 

 

 

国立成育医療研究センター 研修カリキュラム到達目標 

①一般目標 

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる，麻酔科およびその

関連分野の診療を実践する専門医を育成する．具体的には下記の４つの資質を修得する． 

１） 小児全般および産科における麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

５） 常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論、７）集中治療は以下の

とおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 



b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 小児心臓外科 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 産婦人科 

k） 眼科 

l） 耳鼻咽喉科 

m） 形成外科 

n） レーザー手術 

o） 口腔外科 

p） 臓器移植 

q） 手術室以外での麻酔 

r） 手術室以外での鎮静 

７）集中治療：小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる．  

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療，ペインクリニックの充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・

硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を

担当医として経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 100例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管外科手術の麻酔 10例 

・脳神経外科手術の麻酔 5例 

 

 

神奈川県立こども医療センター 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる，麻酔科およびその



関連分野の診療を実践する専門医を育成する．具体的には下記の４つの資質を修得する． 

１） 小児全般および産科における麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２） 刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３） 医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４） 常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論、７）集中治療は以下に

示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 小児心臓外科 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 産科 

k） 眼科 

l） 耳鼻咽喉科 

m） 形成外科 

n） レーザー手術 

o） 歯科口腔外科 

p） 手術室以外での麻酔 

q） 手術室以外での鎮静 

７）集中治療：小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる．  

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔とペインクリニックの充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・



脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として

経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 150例 

・帝王切開術の麻酔  20例 

・心臓血管手術の麻酔 30例 

・胸部外科手術の麻酔 4例 

・脳神経外科手術の麻酔 20例 

 

 

千葉県こども病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる，麻酔科およびその

関連分野の診療を実践する専門医を育成する．具体的には下記の４つの資質を修得する． 

１） 小児全般および産科における麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２） 刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３） 医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４） 常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論、７）集中治療は以下に

示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 小児心臓外科 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 産科 

k） 眼科 

l） 耳鼻咽喉科 



m） 形成外科 

n） レーザー手術 

o） 歯科口腔外科 

p） 手術室以外での麻酔 

q） 手術室以外での鎮静 

７）集中治療：小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる．  

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔とペインクリニックの充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・

脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として

経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 150例 

・心臓血管手術の麻酔 50例 

・脳神経外科手術の麻酔 30例 

 

 

横浜市立市民病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科、特に炎症性腸疾患に対する外科的治療 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 



i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 産婦人科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） 形成外科 

o） レーザー手術 

p） 歯科口腔外科 

q） 重症患者の緊急手術 

r） 手術室以外での麻酔 

s） 末梢神経ブロックを用いて管理する手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 10例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）10例 

・胸部外科手術の麻酔 25例 

・脳神経外科手術の麻酔 25例 

 

 

横浜労災病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ。 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論、７）集中治療は以下に

示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 



a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 産婦人科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） レーザー手術 

o） 重症患者の緊急手術 

p） 手術室以外での麻酔 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる．

3年目に行う集中治療の研修では、6ヶ月研修の場合、指導医のバックアップのもと、一人で当直業

務をこなせることを目標とする。4 年目にさらに選択する場合には、日本集中治療医学会専門医申

請資格を満たすための学会発表等や論文（症例報告等を含む）を行う。 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 25例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）25例 

・胸部外科手術の麻酔 25例 

・脳神経外科手術の麻酔 25例 

 

 



横浜南共済病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ。 

 

②個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下のとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 産婦人科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） レーザー手術 

o） 重症患者の緊急手術 

p） 手術室以外での麻酔 

q） 末梢神経ブロックを用いて管理する手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 10例 

・帝王切開術の麻酔 10例 



・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）5例 

・胸部外科手術の麻酔 15例 

・脳神経外科手術の麻酔 15例 

 

 

藤沢市民病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ。 

 

②個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 産婦人科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、ペインクリニックの充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・

硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を

担当医として経験する．  



・小児（6歳未満）の麻酔 25例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）10例 

・胸部外科手術の麻酔 25例 

・脳神経外科手術の麻酔 15例 

 

 

横須賀共済病院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ。 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 産婦人科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻



酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 10例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）10例 

・胸部外科手術の麻酔 25例 

・脳神経外科手術の麻酔 25例 

 

 

国立病院機構横浜医療センター 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論、８）救急医療は以下に

示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる．特に脳神経外科の症例を豊富に経験する。 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 産婦人科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） レーザー手術 

o） 重症患者の緊急手術 

p） 手術室以外での麻酔 

８）救急医療：横浜市の代表的な 3 次救命救急センターを持つ病院において、重症救急患者の病態



管理および麻酔ができる。それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，また

は AHA-PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、ペインクリニック、救命救急医学の充分な臨床経験を積む．通

常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件

数の特殊麻酔を担当医として経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 5例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）10例 

・胸部外科手術の麻酔 25例 

・脳神経外科手術の麻酔 25例 

 

 

済生会横浜市南部病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 



k） 産婦人科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄く

も膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験す

る．  

・小児（6歳未満）の麻酔 5例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）10例 

・胸部外科手術の麻酔 10例 

・脳神経外科手術の麻酔 5例 

 

 

横須賀市立病院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 高齢者の手術 

e） 脳神経外科 

f） 整形外科 

g） 外傷患者 

h） 泌尿器科 



i） 産婦人科 

j） 眼科 

k） 耳鼻咽喉科 

l） 形成外科 

m） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄く

も膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験す

る．  

・脳神経外科手術の麻酔 10例 

 

 

茅ヶ崎市立病院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 高齢者の手術 

e） 脳神経外科 

f） 整形外科 

g） 外傷患者 

h） 泌尿器科 

i） 産婦人科 

j） 眼科 

k） 耳鼻咽喉科 



l） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 10例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・胸部外科手術の麻酔 25例 

・脳神経外科手術の麻酔 5例 

 

 

平塚共済病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。７）

集中治療はなし。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓外科 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 眼科 



l） 耳鼻咽喉科 

m） 形成外科 

n） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・

神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）25例 

・胸部外科手術の麻酔 10例 

・脳神経外科手術の麻酔 25例 

 

 

小田原市立病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓外科 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 産婦人科 



l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） 形成外科 

o） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔、集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 20例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）10例 

・胸部外科手術の麻酔 10例 

・脳神経外科手術の麻酔 15例 

 

 

相模原協同病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓外科 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 



i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 産科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） 形成外科 

o） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔と疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄く

も膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験す

る．  

・小児（6歳未満）の麻酔 10例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔（胸部大動脈手術を含む）25例 

・胸部外科手術の麻酔 25例 

・脳神経外科手術の麻酔 5例 

 

 

聖隷横浜病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。７）

集中治療はなし。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 高齢者の手術 



e） 脳神経外科 

f） 整形外科 

g） 外傷患者 

h） 泌尿器科 

i） 産科 

j） 眼科 

k） 耳鼻咽喉科 

l） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔とペインクリニックの充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・

脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として

経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 5例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・胸部外科手術の麻酔 15例 

・脳神経外科手術の麻酔 5例 

 

 

神奈川県立足柄上病院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 高齢者の手術 

e） 脳神経外科 



f） 整形外科 

g） 外傷患者 

h） 泌尿器科 

i） 産婦人科 

j） 眼科 

k） 耳鼻咽喉科 

l） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・帝王切開術の麻酔 5例 

・脳神経外科手術の麻酔 10例 

 

 

神奈川県立がんセンター 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論、９）ペインは以下に示

すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 高齢者の手術 

e） 脳神経外科 

f） 整形外科 

g） 泌尿器科 



h） 婦人科 

i） 耳鼻咽喉科 

j） 形成外科 

k） レーザー手術 

９）ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序，治療について理解し，実践できる．緩和医療につい

て理解し、実践できる． 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・胸部外科手術の麻酔 50例 

・脳神経外科手術の麻酔 5例 

 

 

国際医療福祉大学熱海病院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 高齢者の手術 

e） 脳神経外科 

f） 整形外科 

g） 外傷患者 

h） 泌尿器科 

i） 腎移植外科 



j） 産科 

k） 眼科 

l） 耳鼻咽喉科 

m） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③  経験目標 

研修期間中に手術麻酔、集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 5例 

・帝王切開術の麻酔 5例 

・脳神経外科手術の麻酔 25例 

 

 

藤沢湘南台病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 整形外科 

e） 外傷患者 

f） 泌尿器科 

g） 眼科 

h） 耳鼻咽喉科 

i） レーザー手術 

 



目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③  経験目標 

研修期間中に手術麻酔と疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄く

も膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験す

る．  

・小児（6歳未満）の麻酔 4例 

・胸部外科手術の麻酔 42例 

 

 

静岡県立こども病院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論、７）集中治療は以下に

示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 小児心臓手術 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 形成外科手術 

k） レーザー手術 

l） 手術室以外での麻酔 

７）集中治療：小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる．  

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）



は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 90例 

・心臓血管手術の麻酔 15例 

・脳神経外科手術の麻酔 12例 

 

 

埼玉県立小児医療センター 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論、７）集中治療は以下に

示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 小児心臓手術 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 眼科 

k） 耳鼻咽喉科 

l） レーザー手術 

m） 歯科口腔外科 

n） 手術室以外での麻酔 

７）集中治療：小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる．  



 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 100例 

・胸部外科手術の麻酔 5例 

・脳神経外科手術の麻酔 5例 

 

 

愛知県立あいち小児保健医療総合センター 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論、７）集中治療は以下に

示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 小児心臓手術 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 眼科 

k） 耳鼻咽喉科 

l） レーザー手術 

m） 歯科口腔外科 



n） 手術室以外での麻酔 

７）集中治療：小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践できる．  

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 200例 

・心臓血管手術の麻酔 40例 

 

 

神奈川県立循環器呼吸器病センター 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 胸部外科 

b） 成人心臓外科 

c） 血管外科 

d） 手術室以外での麻酔 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・心臓血管手術の麻酔   25例 



・胸部外科手術の麻酔 100例 

 

 

川崎幸病院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓外科 

e） 血管外科、特に大血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 形成外科 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔、集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・心臓血管手術の麻酔 100例 

・胸部外科手術の麻酔  45例 

・脳神経外科手術の麻酔 15例 

 

 



湘南鎌倉総合病院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓外科 

e） 血管外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 産婦人科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） 形成外科 

o） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔、集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・心臓血管手術の麻酔  100例 

 

 

葉山ハートセンター 研修カリキュラム到達目標 



①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 成人心臓外科 

c） 血管外科 

d） 高齢者の手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔、集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・心臓血管手術の麻酔  100例 

 

 

大和成和病院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 成人心臓外科 

d） 血管外科 

e） 高齢者の手術 



 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔、集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・心臓血管手術の麻酔  150例 

 

 

順天堂大学医学部附属順天堂医院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 小児外科 

g） 小児心臓外科 

h） 高齢者の手術 

i） 脳神経外科 

j） 整形外科 

k） 外傷患者 

l） 泌尿器科 

m） 産婦人科 

n） 眼科 

o） 耳鼻咽喉科 

p） 形成外科 



q） レーザー手術 

r） 口腔外科 

s） 臓器移植 

t） 手術室以外での麻酔 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔、集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 25例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・心臓血管手術の麻酔 25例 

・胸部外科手術の麻酔 25例 

・脳神経外科手術の麻酔 25例 

 

 

大和市立病院 研修カリキュラム到達目標 

①  一般目標 

本プログラムに同じ 

 

②  個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、５）麻酔管理各論は以下に示すとおり。 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性と留意すべ

きことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 高齢者の手術 

d） 脳神経外科 

e） 整形外科 

f） 外傷患者 

g） 泌尿器科 

h） 産婦人科 



i） 眼科 

j） 耳鼻咽喉科 

k） レーザー手術 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔、集中治療、疼痛管理の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医と

して経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 25例 

・帝王切開術の麻酔 10例 

・胸部外科手術の麻酔 25例 

 

 

NTT 東日本関東病院 研修カリキュラム到達目標 

① 一般目標 

本プログラムに同じ 

 

② 個別目標 

目標１（基本知識）は、本プログラムに同じ。ただし、本病院は、本プログラムではペインクリニ

ックの専門研修のための施設であり、手術麻酔管理は研修しない。したがって、５）麻酔管理各論、

６）術後管理、７）集中治療、８）救急医療はなし。 

 

目標２（診療技術）、目標３（マネジメント）、目標４（医療倫理，医療安全）、目標５（生涯教育）

は本プログラムに同じ。 

 

③ 経験目標 

研修期間中にペインクリニックおよび慢性疼痛管理の充分な臨床経験を積む．  

 

 


